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戦時中のある一家

壮絶な歴史に迫る

ゝ悔j鞭柵一一一

伝
一ゝ一　　三

書芸韓未来

戦時中に壮絶な経験をした一つの家族の歴史を中心に追った企画

展「ある一家の十五年戦争」が、伊那市創造館で開かれている。富

士見町に住んでいた小林家で、海兵として歴史的な戦いに身を投じ

た長男、満蒙開拓団で旧満州（規中国東北部）に渡り現地で亡くな

った長女、陸軍衛生兵として戦いシべLリア抑留から帰還した次男の

手紙や日記などの資料を多く展示0市民から寄せられた戦争資料も

並び、戦時中にあった上伊那の出来事をパネルで振り返っている。

来年3月23日まで0　　　（薮原麻理子）＝15面に関連記事

伊那市創造館で企画展来年3月23日まで

海
兵
惑
蒙
開
拓
団
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
～

き
ょ
う
だ
い
残
し
た
当
時
の
資
料

小
林
家
は
、
伊
那
市
誌
編
さ
ん
室
の

学
芸
苧
濱
慎
言
ん
（
肇
の
祖
父
の

生
家
。
祖
父
の
三
平
さ
ん
は
1
0
人
き
ょ

う
だ
い
の
次
男
で
、
1
6
歳
の
時
に
満
蒙

開
拓
義
勇
軍
に
入
り
、
そ
の
後
に
陸
軍

に
入
隊
し
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
経
て
帰

遺
し
た
。
祖
父
は
潰
さ
ん
が
大
学
生
の

と
き
に
亡
く
な
り
、
潰
さ
ん
は
「
な
ぜ
、

も
っ
と
話
を
聞
い
て
お
か
な
か
っ
た
の
′

か
と
ず
っ
と
後
悔
し
て
い
た
」
と
話

す
。
7
年
前
に
小
林
家
の
蔵
で
、
祖
父

や
そ
の
き
ょ
う
だ
い
の
日
記
、
手
紙
、

写
真
な
ど
約
2
0
0
0
点
の
資
料
を
見

っ
け
た
。
数
年
か
け
て
整
理
し
、
戦
後

8
0
年
に
合
わ
せ
て
企
画
展
を
準
備
し
て

きた。海
兵
だ
っ
た
長
男
、
富
士
雄
さ
ん
は

日
中
戦
争
や
真
珠
湾
攻
撃
、
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
ー
海
戦
に
参
戦
。
戦
艦
「
武
撃
庭

搭
乗
し
、
武
蔵
が
沈
没
し
た
レ
イ
テ
沖

海
戦
で
戦
死
し
た
。
会
場
に
は
真
珠
湾

攻
撃
前
後
の
日
誌
も
展
示
さ
れ
、
当
時

の
不
安
や
興
奮
が
記
さ
れ
て
い
る
。
長

女
の
房
江
さ
ん
か
ら
妹
や
弟
に
宛
て
た

手
紙
に
は
満
州
の
風
景
や
暮
ら
し
が
つ

づ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
＼
特
攻
隊
を
指
導
し
た

教
官
や
特
攻
隊
員
の
所
有
物
、
衛
生
兵

が
持
っ
て
い
た
医
療
用
具
な
ど
市
民
か

ら
借
り
た
り
、
寄
贈
さ
れ
た
り
し
た
資

料
も
ず
ら
り
。
終
戦
前
後
の
年
に
伊
那

東
国
民
学
校
（
現
伊
那
東
小
学
校
）
の

卒
業
式
で
読
ま
れ
た
答
辞
も
比
較
し
て

展
示
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
世
界
が
戦

争
毒
の
生
活
か
ら
壷
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

恥

、ヽ

壮
絶
な
戦
争
体
験
を
し
た
小
林
家
の
長
男
や
長

女
、
次
男
の
歴
史
を
中
心
に
紹
介
す
る
企
画
展

漬
さ
ん
は
「
普
通
の
家
庭
に
ど
ん
な

こ
と
が
起
き
て
い
た
の
か
。
教
科
書
に

は
載
っ
て
な
い
歴
史
を
実
際
の
資
料
を

通
し
て
知
り
、
戦
争
に
つ
い
て
考
え
て

は
し
い
」
と
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

入
場
無
料
。
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

（
最
終
入
場
は
午
後
4
時
4
5
分
）
。
問
い

合
わ
せ
は
同
館
（
電
話
0
2
6
5
●
▼
7

2
・
6
2
2
0
）
へ
。


